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要望書 

 

１ 視覚障害のある児童・生徒に対するプログラミング教育について 

 平成２９年３月に改訂された小学校学習指導要領により、小学校段

階におけるプログラミング教育が全国で実施されることとなり、現在、

視覚障害のある児童・生徒が通う普通学級及び盲学校（視覚特別支援

学校等）でもプログラミング教育は実施されている。しかし、視覚障

害のある児童・生徒に対してプログラミング教育を行うためには、教

育を受ける者の障害の状態や特性に応じた適切な教材や指導方法が必

要となるものの、これらの教材や指導方法は確立していない。そのた

め、全国の視覚障害のある児童・生徒は、十分なプログラミング教育

が受けられていないと言わざるを得ない。デジタル化の推進において

は「誰一人取り残されない」ことを国が掲げる中で、視覚障害のある

児童・生徒が適切なプログラミング教育を受けられないことは重大な

問題である。 

 そのため、本連合は、自主事業として、東北学院大学の菅原研教授

及び松本章代教授にプログラミング教育アドバイザーとして協力を仰

ぎ、宮城県立視覚支援学校で行われているプログラミング教材を基に

した「視覚障害の児童・生徒向けのプログラミング講座」を令和４年

９月より開催し、視覚障害のある児童・生徒に対するプログラミング

教育において、必要な教材や指導方法の在り方を調査している。同講

座は、令和６年３月末で１３回開催、受講生は１０名となり、参加者

からは感謝の声が寄せられている。 

 しかし、同講座の開催によって集められた情報はまだ少なく、視覚

障害のある児童・生徒に対するプログラミング教育に必要な教材や指

導方法の在り方は開発の途上にある。また、受講者からは「同講座を

学外支援の一つとして活用したい」「地方に住んでいても同講座を受講

したい」との新たな希望もあり、全国に普及させるための支援体制の

検討も必要になっている。 

 そのため、同講座の開催を継続し、これらの検討をさらに進めるた

め、貴省からの格段のご配慮をお願いしたい。 



２ 普通学級に通う視覚障害のある児童・生徒に対するブラインドス

ポーツ体験の提供について 

 現在、インクルーシブ教育システムの推進により、多くの視覚障害

のある児童・生徒が地域の普通学級に通い、障害のない児童・生徒と

共に教育を受けている。その中では、視覚障害のある児童・生徒が教

育を受けるために、教育現場で様々な工夫がなされている。しかし、

体育の授業については、安全性の観点から、視覚障害のある児童・生

徒が授業に参加できず見学になる事例が多い。成長期に体育の授業が

適切に受けられないことは、非常に問題である。 

 一方で、盲学校（視覚特別支援学校等）では、視覚障害のある児童・

生徒が参加できるスポーツ「ブラインドスポーツ」を活用し、体育の

授業を実施している。また、盲学校（視覚特別支援学校等）以外でも、

全国の各地域には、視覚障害のある当事者を中心としたブラインドス

ポーツのサークルやクラブが存在し、本連合の加盟団体の多くがこれ

らのサークルやクラブを運営している。 

 しかし、これらのブラインドスポーツは専門的なノウハウや、指導

員及び支援者が必要であることから、地域の学校で実施することは困

難である。また、地域の普通学級に通う視覚障害のある児童・生徒が

学外でブラインドスポーツを体験したいと思っても、現状では体験で

きる場が少ないため、体験する場の創出も求められている。特に、体

験する場は都市圏よりも地方の方が必要とされている。さらに、ブラ

インドスポーツに関する情報が、地域の普通学級に通う視覚障害のあ

る児童・生徒及びその親だけでなく、担任などの学校関係者にも伝わ

っていないことから、ブラインドスポーツを体験する契機が生まれな

いことも問題である。 

 そのため、本連合では、地域の普通学級に通う視覚障害のある児童・

生徒を対象とした、ブラインドスポーツ教室の体験会を検討している。

全国で同教室を実施するために、貴省からの格段のご配慮をお願いし

たい。 


